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5
月
2
8
日
か
ら
早
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
始
め
ま
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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▼
4
月
の
で
き
ご
と

I
H
　
新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

4
日
　
町
内
各
小
学
校
入
学
式

　
　
「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

　
　
開
所
式

5
日
　
道
路
愛
護
会
・
土
地
改
良

　
　
協
議
会

　
　
中
学
校
入
賜
．
r
式

［
’
　

0
乙
』

－
1
卜

13
口

23　21　18　17
日　 H　 日　l　l

老
人
ク
ラ
ブ
会
．
長
会
議

観
光
協
会
役
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
・
森
林

組
合
役
員
会

母
子
福
祉
協
議
会
役
員
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

リ
ゾ
ー
ト
問
題
研
修
会

松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
結
成
式

24

日
　
交
通
指
導
員
打
合
せ
会

25

H
　
心
身
障
害
者
福
祉
会
役
員

　
　
会

四
日
　
農
業
委
員
会
総
会

器
日
　
農
業
共
済
損
害
評
価
委
員

　
　
会

▼
5
月
の
予
定

l
H
・
消
防
分
団
長
会
議

3
H
　
成
尺
式

　
　
浦
川
川
菜
残
露
塾
5
日
ま
で

7
日
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

⑳
目
　
湯
本
温
泉
ま
つ
り
（
2
1
H

　
　
ま
で
）

27
H
　
　
野
巨
回
佳
蕉
ム
バ

28

目
探
鳥
会
（
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ

　
　
チ
ン
グ
）

罰
口
　
　
輩
戚
く
云
建
洗
似
天
各
貝
八
ム
　
（
3
1
日

　
　
ま
で
）

編
集
後
記

▼
待
ち
か
ね
て
い
た
、
五
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
ど
ん
な
風
に
し
て

過
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

▼
五
月
』
】
H
に
は
松
之
山
町
の
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
人

生
の
中
で
こ
の
頃
が
一
番
美
し
い
、

夢
の
あ
る
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
機
会
に
も
う
｝
度
自
分
の

将
来
を
考
え
て
み
る
の
も
良
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

▼
農
家
に
と
っ
て
は
猫
の
手
も
借

り
た
い
ほ
ど
忙
が
し
い
時
期
が
来

ま
し
た
。
ガ
ン
バ
リ
ま
し
よ
う
！

五
月
一
口
の
人
口

総
人
H
／
三
、
九
五
九
（
▲
二

　
男
／
一
、
九
四
四
（
　
五
）

　
女
／
二
、
〇
一
五
（
▲
六
）

世
帯
数
　
一
、
一
九
七
（
　
六
）

（
　
）
内
は
四
月
一
口
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
五
月
号

．
平
成
元
年
五
月
一
〇
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
雪
六
－
三
；
二

編
集
／
議
会
事
務
局

広報

’つの
19896月号（Nα160）

5
月
3
日
に
松
之
山
町
．

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
対
象
者
は
61
名

お
り
ま
す
が
、

こ
の
日
は
46
名
の
方
が

出
席
し
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

今
回
は
若
手
落
語
家
の

三
遊
亭
い
る
か
さ
ん
も
出
席
。

新
成
人
激
励
落
語
独
演
会
を

開
い
て
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。
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人のためではありません
　　　　　　自分の健康は自分で守る努力が必要です

　
今
年
も
松
之
山
町
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
”
総
合
検
診
”
が
、

六
月
卜
九
H
か
ら
一
∵
丁
三
日
ま
で

の
五
日
問
、
町
民
体
育
館
と
白
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
検
診
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
個

人
通
知
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
の
大
切
な
身
体
で
す
、

必
ず
一
愛
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
こ
の
総
合
検
診
に
お
け
る
検
診

項
H
は
、
o
問
接
撮
影
（
胸
部
X

線
）
〇
一
般
健
康
診
査
o
胃
検
診

o
肺
ガ
ン
検
診
o
子
宮
ガ
ン
検
診

O
母
性
貧
血
検
査
と
な
っ
て
い
ま

す
。
乳
ガ
ン
検
診
は
七
月
中
句
に

三
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
検
診
時
問
は
胃
ガ
ン
検
診
を
除

き
午
前
は
九
時
か
ら
レ
一
時
、
午

後
は
一
時
か
ら
三
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
し
、
胃
ガ
ン
検
診
は
、

午
前
六
時
一
．
一
〇
分
～
卜
時
一
．
一
〇
分
、

午
後
は
一
時
か
ら
』
時
一
．
一
〇
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
検
診
料
金
は
、
一
般
健
康
診
査

五
〇
〇
円
・
胃
検
診
κ
O
O
円
・

肺
ガ
ン
検
診
四
〇
〇
円
・
．
r
宮
ガ

ン
検
診
四
〇
〇
円
・
乳
ガ
ン
検
診

一
〇
〇
円
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、

七
〇
歳
以
L
の
方
に
つ
い
て
は
咋

年
か
ら
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
検
診
日
に
つ
い
て
は
、
一
口
の

検
査
人
数
が
ほ
ぽ
決
ま
っ
て
い
る

関
係
で
、
部
落
別
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
目
に
合
わ
せ
て
送
迎

用
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
運
行
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
指
定
さ
れ
た
日

に
都
合
の
悪
い
方
は
期
問
中
い
つ

で
も
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
日
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。
　
こ
の
総
合
検
診
に
よ
っ
て
毎
年

沢
山
の
方
が
自
分
で
気
の
つ
か
な

い
病
気
を
発
見
さ
れ
た
り
、
初
期

の
段
階
で
治
療
が
受
け
ら
れ
手
遅

れ
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
方
が
お
ら

れ
ま
す
。
　
一
年
一
回
の
検
診
で
す
。

面
倒
が
ら
ず
必
ず
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
ガ
ン
検
診
を

も
っ
と
受
け
ま
し
ょ
う

　
こ
の
総
合
検
診
で
は
、
基
本
検

診
の
外
に
胃
・
肺
・
子
宮
・
乳
ガ

ン
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
各
種
の
ガ
ン
に
よ
る
死

亡
率
が
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
胃
ガ
ン
に

よ
る
死
亡
者
の
数
は
新
潟
県
が
全

国
で
一
番
多
い
の
を
ご
存
知
で
す

か
？
原
因
は
食
生
活
と
か
色
々
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
胃

ガ
ン
検
診
は
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
川
心
い
ま
す
。

　
基
本
検
診
も
そ
う
で
す
が
、
特

に
ガ
ン
検
診
で
は
部
落
に
よ
っ
て

受
診
率
が
著
し
く
低
い
部
落
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
部
落
に
は

冬
期
講
座
な
ど
で
検
診
へ
の
呼
び

か
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
部

落
中
で
健
康
に
対
す
る
意
識
を
盛

り
あ
げ
、
不
幸
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

部落別検診日程表

日　　　別 午　　　前 午　　　後

北浦川 中立山
西之前 川麦．、完
藤　　　原 坂　　　中

6月19日 新　　　川 月　　　池
（月）

L之　01 豊　　　川
曽　　　根 湯之島
ノ、賎　　倉

兎　　　Il

20日 天水島 天水越
（火） 湯　　　山 ．1〔ド∫へ平

湯　　　本 水　　　梨
21日
松之山 ／」＼　　谷

（水）

大荒戸
光　　　1用 中　　　尾

22目 新　　　山 東　　　山

困 ド川　P 赤　　　倉

L川手 坪　　　野藤　　　倉

2311 L魚段池 事業所
㈹ 束　　　川 検診

ド鰍池
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色々な検診が次々と行われます。

「あなたの血管は弱っていないかな？」

検診内容と日程・料金
検　査　項　目 対　　象　　者 検診月日 料　金

検　　　診　　　時　　　間

午　　　前 午　　　後

結　　核　　検　　診 18歳以．．ヒ全住民 19～23日 無　料 9：00～11二〇〇 1：00～3：00
一　　般　　検　　診

　　（循環器）

40歳以上

（出稼ぎ者全員）
ノノ 500円

ノノ ノノ

胃　　　検　　　診 40歳以上 ノノ ノノ

6：30～10：30 1：00～2：30

肺　ガ　ン　検　診 40裁以」二 ノノ 400円 9：00～ll：00 1：00～3：00

子宮ガン検診 30歳以 ヒ
ノノ ノノ な　　　　し 1：00～2：00

母性貧血検査 39歳以下
ノノ な　　し g：00～ll二〇〇 1：00～3二〇〇

乳　ガ　ン　検　診 30歳以．L
7月11H
　　13日

　　18口

10〔）円 な　　　　し 1二〇〇～2二〇〇

※70歳以Lは無料です。最終l　l（23H）は全検診とも午後2時までです。
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い
。
　
こ
の
総
合
検
診
に
よ
っ
て
毎
年

沢
山
の
方
が
自
分
で
気
の
つ
か
な

い
病
気
を
発
見
さ
れ
た
り
、
初
期

の
段
階
で
治
療
が
受
け
ら
れ
手
遅

れ
に
な
ら
ず
に
済
ん
だ
方
が
お
ら

れ
ま
す
。
　
一
年
一
回
の
検
診
で
す
。

面
倒
が
ら
ず
必
ず
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
ガ
ン
検
診
を

も
っ
と
受
け
ま
し
ょ
う

　
こ
の
総
合
検
診
で
は
、
基
本
検

診
の
外
に
胃
・
肺
・
子
宮
・
乳
ガ

ン
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
各
種
の
ガ
ン
に
よ
る
死

亡
率
が
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
胃
ガ
ン
に

よ
る
死
亡
者
の
数
は
新
潟
県
が
全

国
で
一
番
多
い
の
を
ご
存
知
で
す

か
？
原
因
は
食
生
活
と
か
色
々
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
胃

ガ
ン
検
診
は
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
川
心
い
ま
す
。

　
基
本
検
診
も
そ
う
で
す
が
、
特

に
ガ
ン
検
診
で
は
部
落
に
よ
っ
て

受
診
率
が
著
し
く
低
い
部
落
が
あ

り
ま
す
。
そ
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よ
う
な
部
落
に
は

冬
期
講
座
な
ど
で
検
診
へ
の
呼
び

か
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
部

落
中
で
健
康
に
対
す
る
意
識
を
盛

り
あ
げ
、
不
幸
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

部落別検診日程表

日　　　別 午　　　前 午　　　後

北浦川 中立山
西之前 川麦．、完
藤　　　原 坂　　　中

6月19日 新　　　川 月　　　池
（月）

L之　01 豊　　　川
曽　　　根 湯之島
ノ、賎　　倉

兎　　　Il

20日 天水島 天水越
（火） 湯　　　山 ．1〔ド∫へ平

湯　　　本 水　　　梨
21日
松之山 ／」＼　　谷

（水）

大荒戸
光　　　1用 中　　　尾

22目 新　　　山 東　　　山

困 ド川　P 赤　　　倉

L川手 坪　　　野藤　　　倉

2311 L魚段池 事業所
㈹ 束　　　川 検診

ド鰍池

障ダ

奪

　
「
胃
　
．

●
、
，

　、一．＿一＿一一簿撫“欄
岬“一二＿、＿＿＿躍一

　あ　れレ　　ハ
　　　　　ゆボ　　

、

■r》．、

色々な検診が次々と行われます。

「あなたの血管は弱っていないかな？」

検診内容と日程・料金
検　査　項　目 対　　象　　者 検診月日 料　金

検　　　診　　　時　　　間

午　　　前 午　　　後

結　　核　　検　　診 18歳以．．ヒ全住民 19～23日 無　料 9：00～11二〇〇 1：00～3：00
一　　般　　検　　診

　　（循環器）

40歳以上

（出稼ぎ者全員）
ノノ 500円

ノノ ノノ

胃　　　検　　　診 40歳以上 ノノ ノノ

6：30～10：30 1：00～2：30

肺　ガ　ン　検　診 40裁以」二 ノノ 400円 9：00～ll：00 1：00～3：00

子宮ガン検診 30歳以 ヒ
ノノ ノノ な　　　　し 1：00～2：00
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ノノ な　　し g：00～ll二〇〇 1：00～3二〇〇

乳　ガ　ン　検　診 30歳以．L
7月11H
　　13日

　　18口

10〔）円 な　　　　し 1二〇〇～2二〇〇

※70歳以Lは無料です。最終l　l（23H）は全検診とも午後2時までです。
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5月3日松之山町成人式
　
平
成
元
年
度
の
松
之
山
町
成
人

式
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
五
月
』
一

日
に
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
松
之
山
町
に
お
け
る
成

人
対
象
者
は
男
女
合
わ
せ
て
六
卜

一
名
で
、
そ
の
内
の
四
十
六
名
が

こ
の
日
の
成
人
式
に
出
席
し
て
、

多
く
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
成

人
を
祝
い
ま
し
た
。

　
午
前
卜
時
に
セ
ン
タ
ー
に
集
合

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
体
育
館
で
の

記
今
心
撮
影
に
向
い
、
二
十
歳
の
記

録
を
写
真
に
納
め
て
か
ら
セ
ン
タ

ー
で
の
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

　
覧
住
、
）
ー
ー
白
ハ
寸
臼
汀
．
．
．
．
k
よ
上
三
洋

　
．
’
H
／
σ
ー
ー
．
ロ
y
素
得
ー
日
－
看
∠
ー
下
口

と
し
て
「
成
人
の
皆
さ
ん
に
望
み

た
い
事
は
、
白
分
の
や
り
た
い
事
、

し
て
み
た
い
事
を
仲
ば
す
努
力
を

し
て
ほ
し
い
。
何
か
に
対
す
る
チ

5月3日の成人式には46名の皆さんが出席、，来賓と一緒

に記念写真撮り（体育館にて）

ヤ
レ
ン
“
ン
精
神
を
」
菅
巾
に
持
ち
、
・
目

分
の
可
能
性
を
見
い
…
し
て
も
ら

い
遼
い
一
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

町
と
し
て
も
今
後
の
住
み
良
い
環

境
づ
く
り
に
努
力
し
て
行
く
旨
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
松
之
山
の
高
沢

恵
里
子
さ
ん
が
「
今
H
か
ら
激
動

す
る
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ

る
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
白
覚
し
て
い
る
。
ど
ん
な
時

に
も
自
分
を
見
失
う
事
な
く
、
成

人
と
し
て
新
し
く
活
気
あ
る
社
会

を
築
く
た
め
努
力
し
ま
す
。
」
と
、

『㌧剛F

藤、轟
「本当に自分のやりたい事を見つけ、そこで

自分の可能性を見い出してほしい叫と村山町長

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま

ノ
ニ
Q

し
レ
人

　
美
人
林
や
名
老
百
選
の
方
た
ち

と
合
同
な
ど
、
毎
回
何
か
趣
向
を

凝
ら
し
て
行
っ
て
い
る
成
人
式
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

今
年
は
若
ヂ
落
語
家
「
三
遊
亭
い

る
か
」
さ
ん
を
招
い
て
”
激
励
落

語
独
演
会
”
を
催
し
、
笑
い
の
中

か
ら
何
か
を
つ
か
ん
で
も
ら
お
う

と
い
う
事
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
．
．
一
遊
亭
い
る
か
さ
ん
は
奈
良
県

川
身
で
．
．
卜
．
一
一
歳
、
十
五
歳
で
落

語
家
に
弟
チ
人
り
し
現
在
ニ
ツ
H

落
語
家
と
し
て
活
躍
中
。
い
る
か

さ
ん
は
「
私
は
こ
れ
ま
で
に
な
る

ま
で
色
々
な
苦
労
が
あ
っ
た
が
、

自
分
の
好
き
な
事
を
や
っ
て
い
ら

れ
る
の
だ
か
ら
さ
ほ
ど
苦
に
な
ら

な
い
。
皆
さ
ん
も
一
度
し
か
な
い

人
生
だ
か
ら
自
分
で
本
当
に
や
り

た
い
好
き
な
事
を
や
っ
て
み
た
ら

ど
う
で
す
か
凶
と
、
自
分
の
体
験

　
も
と
を
基
に
し
な
が
ら
話
さ
れ
、
最
後

　
　
じ
ゆ
　
げ
　
む

に
「
寿
限
無
」
と
い
う
落
語
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
笑
い
の
中

に
も
“
ピ
リ
ッ
”
と
し
た
辛
味
の

あ
る
独
演
会
で
し
た
。

　
お
昼
よ
り
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
催

さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生

と
旧
交
を
あ
た
た
め
る
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
人
者
の
中
で
地
元
に

残
っ
て
働
い
て
い
る
方
が
五
人
も

い
る
と
聞
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

血＼　劃
「成人として新しい活気ある社会

を築くため努力しますq成人代表
の高沢恵理子さん（松之山）

畷．
　　　高校を卒業して2年目の春、すっかり大人の

　　　雰囲気が出て来ました。

㎜
き

　
　
a
巌
海
め
6
ゆ

－
哩

成人者をひっばり出して小話のかけ合い

みんな大爆笑のひとときでした

騒羅羅霧卿
二の成人式には落語家の三遊亭いるかさんを

招待し、独演会が行われました踊
副
義

、
瀞
「

献阪ぺ
　蚊ボ飼

⑤
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う
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第
1
4
回
町
民
体
育
大
会

　
参
議
院
議
員
選
挙
の
た
め
大
会

日
の
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
”
第

十
四
回
町
民
体
育
大
会
”
は
、
七

月
三
十
日
に
松
之
山
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
実
施
さ
れ
る
事
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
各
地
区
で
運
動
会
が

行
わ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
町

民
体
育
大
会
の
種
目
な
ど
も
練
習

し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
、
三
十
日
が
雨
で
出
来
な

い
と
き
は
延
期
で
な
く
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

に
開
催
／
・

　　”諾嵩：＝1：嵩：：：，、嵩牒＝灘＝，

展県

、
侭
ノ
、　

、
触

掌
婁
癖
毒
欝
、
誰

この作品が十日町市で

鑑賞できます

昨年行われた町制施行30周年記念大会

入場式

　
今
年
で
第
四
四
回
目
を
迎
え
た

”
新
潟
県
美
術
展
”
。
H
本
画
・
洋

画
・
書
道
・
写
真
な
ど
七
部
門
に

方
い
て
県
民
か
ら
作
品
を
募
集
し
、

審
査
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
非
常

に
歴
史
の
あ
る
、
ま
た
、
県
民
の

文
化
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
美
術
展
と
し
て
、
広
く
県
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
か
ら
も
書
道
部
門
を

中
心
に
毎
回
作
品
が
川
展
さ
れ
、

入
賞
者
も
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
”
県
展
”
の
作
品
を
県
内

各
地
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
為

に
”
巡
回
展
”
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
は
十
日
町
で
も
開

催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
内
芸
術
家
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
よ
り
近
く
で
見
ら
れ
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
沢
山
の
方
か
ら
鑑
賞

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
巡
回
展
の
日
程

o
卜
目
町
展
　
　
（
市
民
体
育
館
）

　
六
月
二
卜
八
H
（
水
）
～
七
月

　
一
、
一
日
（
月
）
ま
で
。

O
L
越
展
　
　
（
厚
生
南
会
館
・
大

　
　
和
デ
パ
ー
ト
）

　
七
月
十
三
日
（
木
）
～
七
月
十

　
八
口
（
火
）
ま
で
。

▽
入
場
料

　
一
般
・
四
百
円
、
学
生
・
二
百

　
円
、
中
・
小
μ
子
生
・
百
円
。

※
な
お
、
今
回
の
県
展
洋
画
部
門

で
、
山
口
清
治
さ
ん
（
湯
之
島
）

の
作
品
が
入
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県美術博物館所蔵の作品を借りて

の所蔵品展（去年8月）

県内芸術に触れるチャンスです

町民体育館を

開放してま～す

（毎週土曜日の夜）

　
公
民
館
で
は
町
民
の
体
力
作
り

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
六
月

よ
り
毎
週
土
曜
日
の
夜
に
町
民
体

育
館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
卓
球
な
ど
色
々
な
運
動
用
具

が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
家
族
や
友

だ
ち
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
田
植
え
も
よ
う
や
く
終
り
、
こ

れ
か
ら
運
動
会
や
町
民
大
会
な
ど

身
体
を
動
か
す
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
今
か
ら
少
し
ず
つ
運
動
し
、

ケ
ガ
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

5月7日

クリーン大作戦

今年もこんなに集まりました

　
今
年
も
町
内
十
ニ
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
の
”
早
朝
野
球
リ
ー
グ
”

が
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
朝
熱
い
戦
い

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
五
月
十
六
日
、
午
前
四
時
三
十

分
よ
り
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
会
式

が
行
わ
れ
正
式
に
開
幕
し
た
こ
の

大
会
、
職
場
や
部
落
、
野
球
好
き

な
仲
間
で
作
ら
れ
た
十
ニ
チ
ー
ム

に
よ
る
総
当
り
戦
で
進
め
ら
れ
ま

す
。　
毎
朝
（
天
気
の
良
い
日
）
五
時

か
ら
町
民
グ
ラ
ン
ド
と
松
之
山
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
の
ニ
ヵ
所
で
試
合

　
毎
年
五
月
の
連
休
明
け
に
行
わ

れ
る
全
町
あ
げ
て
の
“
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
”
　
（
空
缶
拾
い
）
が
、
今

年
も
五
月
七
日
の
日
曜
H
に
実
施

さ
れ
、
沢
山
の
町
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
き
れ
い
な
町
づ
く
り
運
動
（
ビ

ュ
ー
テ
フ
ル
運
動
）
の
一
環
と
し

て
始
め
ら
れ
だ
こ
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
。
毎
回
あ
き
れ
る
程
多
く
の

空
缶
・
ゴ
ミ
が
拾
わ
れ
、
　
一
向
に

減
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降

る
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
参
、
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
雨
且
ハ
を
着
て
の
空

缶
拾
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
、
そ
れ
ぞ
れ
指
｛
疋
さ

れ
た
所
に
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
国
・

県
道
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
班
に

分
か
れ
て
、
、
コ
ミ
な
ど
を
約
一
時
間

か
ら
二
時
問
か
け
て
拾
い
ま
し
た
。

拾
っ
た
ゴ
ミ
や
空
缶
は
、
青
年
団

の
手
で
町
民
体
育
館
脇
に
集
め
ら

れ
、
九
日
の
H
に
公
民
館
の
職
員

に
よ
っ
て
津
南
ゴ
ミ
処
理
場
へ
運

ば
れ
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
空
缶

や
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
止
め

ま
し
ょ
、
つ
／
。

早朝野球が

始まっています

応援してください！

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

や
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

澄

応
授

〃
ゆ

町民体育館の前にうず高く積まれた

ゴミの山。毎年増える一方です。

ドライバーのマナーの悪さが目立ち

ます。
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老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
　
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に
！

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
ら
れ
る

年
齢
は
、
六
十
五
歳
が
原
則
で
す

が
、
希
望
に
よ
り
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
原
則
よ
り
も
五
年
か
ら

一
年
早
く
受
け
る
事
に
な
る
た
め
、

六
十
五
歳
満
額
年
金
の
五
十
八
％

か
ら
八
十
九
％
の
支
給
率
と
な
り
、

そ
れ
が
一
生
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
繰
上
げ
請
求
（
受
給
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、

ω
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
な

　
ど
が
支
給
停
止
さ
れ
る
。

支の△・場のげとり　
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口
奥
さ
ん
の
場
合
、
六
十
五
歳
前

　
に
寡
婦
に
な
っ
て
も
、
寡
婦
年

　
金
が
受
け
ら
れ
な
い
。

日
繰
上
げ
請
求
後
に
障
害
者
に
な

　
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
が
受

　
け
ら
れ
な
い
。

と
い
う
制
限
が
発
生
し
、
思
わ
ぬ

後
悔
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
く
考

え
て
か
ら
請
求
し
た
い
も
の
・
で
す

ね
。　
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難一6・歳61歳62歳63歳64歳65歳

65歳60歳退職62歳

特別支給

の老齢厚

生年金

（支給停止）
老齢厚生
年　　金

老齢基礎年金（繰り上げ支給）

厚生年金の加入期問がある人が
から繰り上げ支給を受けた場合

亡
心
れ
な
い
で

　
6
月
の
届
出

　
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
す
。
ま
た
、

自
分
の
子
供
で
な
く
て
も
、
そ
の

　
児
童
手
当
は
二
人
目
の
子
供
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
二
人

目
の
子
供
に
は
二
千
五
百
円
、
そ

し
て
三
人
目
以
降
の
子
供
に
は
、

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
が
義
務

教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
支
給
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

早
目
に
請
求
し
な
い
と
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

　
な
お
、
毎
年
六
月
中
に
児
童
の

養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関

係
が
あ
れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
所
得
の
制

限
も
あ
り
ま
す
。

二
人
目
の
子
供
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す

　
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。
役
場
の
方
か
ら
連
絡
が
あ

　
　
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
済
ま

　
せ
て
く
だ
さ
い
。
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警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
新
潟
県
で
は
大
学
卒
業
生
又

は
、
卒
業
予
定
者
の
警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
資
　
格

　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
～

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
生

　
ま
れ
で
、
大
学
卒
業
及
び
卒

　
業
見
込
み
の
男
性
。

▽
受
　
付

　
平
成
元
年
五
月
十
五
日
（
月
）

　
～
七
月
十
八
日
（
火
）
ま
で
の
間
。

▽
試
験

〇
一
次
試
験

　
七
月
三
十
日
（
日
〉
県
庁
に
て

〇
一
一
次
試
験

　
八
月
二
十
八
・
二
十
九
日

▽
採
用
予
定

　
平
成
二
年
四
月
．
一
日

▽
そ
の
他

　
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

　
安
塚
警
察
署
ま
た
は
、
最
寄

　
り
の
駐
在
所
に
問
い
合
せ
て

　
く
だ
さ
い
。
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年
金
の
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る
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は
、
六
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五
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が
原
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で
す

が
、
希
望
に
よ
り
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
原
則
よ
り
も
五
年
か
ら

一
年
早
く
受
け
る
事
に
な
る
た
め
、
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十
五
歳
満
額
年
金
の
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十
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か
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十
九
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の
支
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率
と
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り
、
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一
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続
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ま
す
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特別支給

の老齢厚

生年金

（支給停止）
老齢厚生
年　　金

老齢基礎年金（繰り上げ支給）

厚生年金の加入期問がある人が
から繰り上げ支給を受けた場合

亡
心
れ
な
い
で

　
6
月
の
届
出

　
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方
で
す
。
ま
た
、

自
分
の
子
供
で
な
く
て
も
、
そ
の

　
児
童
手
当
は
二
人
目
の
子
供
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
二
人

目
の
子
供
に
は
二
千
五
百
円
、
そ

し
て
三
人
目
以
降
の
子
供
に
は
、

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
が
義
務

教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
支
給
は
毎
年
二
月
、
六
月
、

十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

早
目
に
請
求
し
な
い
と
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

　
な
お
、
毎
年
六
月
中
に
児
童
の

養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関

係
が
あ
れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
所
得
の
制

限
も
あ
り
ま
す
。

二
人
目
の
子
供
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す

　
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。
役
場
の
方
か
ら
連
絡
が
あ

　
　
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
済
ま

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

O
ぢ

＝
じ

’
の

’
．
む
与

f
◎　
、

一

“／／’7

警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
新
潟
県
で
は
大
学
卒
業
生
又

は
、
卒
業
予
定
者
の
警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
資
　
格

　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
～

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
生

　
ま
れ
で
、
大
学
卒
業
及
び
卒

　
業
見
込
み
の
男
性
。

▽
受
　
付

　
平
成
元
年
五
月
十
五
日
（
月
）

　
～
七
月
十
八
日
（
火
）
ま
で
の
間
。

▽
試
験

〇
一
次
試
験

　
七
月
三
十
日
（
日
〉
県
庁
に
て

〇
一
一
次
試
験

　
八
月
二
十
八
・
二
十
九
日

▽
採
用
予
定

　
平
成
二
年
四
月
．
一
日

▽
そ
の
他

　
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

　
安
塚
警
察
署
ま
た
は
、
最
寄

　
り
の
駐
在
所
に
問
い
合
せ
て

　
く
だ
さ
い
。
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お
米
が
い
つ
ぱ
い
穫
れ
る
と
い
い
な
！
東
川
小

　
柴
月
小
学
校
（
福
原
公
望
校
良
）

C
1
ひ
、
　
〈
ラ
臼
も
旧
ん
算
聖
や
・
斤
九
片
土
八
L
一
口

が
出
て
、
五
目

十
日
に
学
検
…

の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
苗
を
植
え
た
田
ん
ば
は
、

今
ま
で
校
諾
の
ト
に
あ
っ
た
広
い

田
を
今
年
、
池
と
畑
と
田
に
杵
り

直
し
た
も
の
で
、
全
部
学
校
（
昌

習
用
に
使
用
◎
る
そ
つ
で
σ
。

　
漉
は
鯉
の
せ
態
を
観
察
d
、
る
右

遅
σ
養
魚
犯

な
野
菜
を
学
臼
．
」
と
に
栽
、
眠
し
C

自
て

、
H
ん
ば
に
は
秋
の
収
槙
察

に
健
㍉
モ
ザ
苗
を
植
履
た
り
、
、

・
イ
σ
舷
竣

緒
に
柾
∠
．
矧

　
　
　
）
お
C
J
u

　
日
雑
左
は
、
』
勒

第
U
の
あ
は
さ
ん
ま
C
．
ゴ
ロ
が
窪

て
、
み
ん
な
ヒ
リ
ま
て
ズ
ホ
～
亭

ま
匁
り

h
ナ
、
裸
定
と
し
ジ
格
娼

C
ノ
　

先．

d
の
指
．
習
亭
受
け

　
　
　
　
　
・
れ
函
柾
履
ぴ
し
た
、

　
秋
に
は
沢
山
の
ヒ
プ
米
が
収
穫

C
＼
／
“

2
「
松
之
山
は
や
つ
ば
り
野
鳥
の
宝
庫
だ
凶
野
鳥
集
会

　
〈
ラ
年
で
第
二
十

画
目
と
い
つ

広
統
あ
る
”
松
之
幽
晒
探
烏
く
か

が
、
五
月
…
詐
パ
日
｝
朝
、
松
口

の
美
人
林
周
辺
を
会
場
に
洲
倍
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
（
二
十
じ
日
）
の

夜
に
は
、
湯
本
福
住
館
を
会
場
に

野
鳥
集
会
も
開
か
れ
、
松
之
山
に

住
む
鳥
た
ち
の
ス

フ
イ
ド
㌧
真
を

見
学
し
な
が
ら
、
鳥
た
ら
の
生
態

な
ど
に
つ
い
て
勉
強
会
が
持
た
れ

ま
し
た
。
　
（
i
I
h
名
出
席
）

　
美
人
林
で
勧
わ
れ
た
探
鳥
会
に

は
小
学
生
か
ら

大
人
ま
C
西
t
名

が
参
加
，
小
雨
が
阻
る
午
削
四
時

皐
に
松
目
の
神
村
に
集
合
し
た
参

加
者
は
四
班
に
分
れ
．
そ
れ
ぞ
れ

の
ー
T
ス
ぐ
探
鳥
に
出
発
し
ま
し

た
。
各
班
の
指
導
に
は
中
島
公
先

生
（
板
倉
町
）
と
地
元
の
野
鳥
愛

護
会
の
人
た
ち
が
当
た
り
、
馬
の

さ
え
ず
り
に
聞
さ
U
を
磁
C
な
が

27日の夜行われた野鳥集会には35名

の方が出席。美しいスライドを見な

がら松之山の鳥を勉強しました。

b
進
み
ま
し
た
。

　
莫
し
い
鳥
の
姿
は
な
か
な
か
見

う
れ
ま
廿
ん
C
し
た
が
、
．
曳
φ
目

確
認
C
さ
た
鳥
は
ノ
ジ
ー
7
ヒ
ヨ

ト
リ
・
カ
リ
』
ピ
、
　
、
、
な
ど
、
四
十

棟
類
も
あ
り
ま
し
た
い
び
さ
に
野

鳥
の
宝
瞳
で
◎
ね
。
C
も
、
残
悉

な
が
㌧
松
之
由
の
鳥
“
ア
ガ
ラ
」

ウ
ビ
ン
”
の
姿
は
覧
κ
詠
せ
ん
ぐ

し
た
、

●

帰
探
鳥
会

児童と先生のみんなで植えたモチ米の苗

秋の穫り入れが今から楽しみです

・緊籍1

中島公先生（左はじ）の話を熱心に

聞く参加者、，「ホトトギスは自分で

巣を作らず、ウグイスの巣に卵を産

むんですよ」

4イ欝グ
　
／
．
・

　
ノ

子供たちも大勢参加してくれた探鳥会

　　　　　　　　　（松口美人林上）

3
「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
パ
ウ
ス
」
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た

ノ

と
ホてし着

　
に
　
ス
　
ウ
　
ハ

　
ー
　
ン
し昂藤

　
四
月
四
日
に
開
所
式
を
荷
⊃
た

「
啓
倫
セ
．
ミ
、
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
（
旧

三
省
小
）
に
．
よ
う
や
．
（
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
萄
門
学
校
の
生
徒
が
や
っ

て
来
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
第
陣
の
生
徒
が
来
た
の
は
五

月
十
一
］
の
お
賢
頃
で
、

・
、
省
地

区
の
方
た
ら
が
出
迎
、
λ
る
中
、
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
鞠
門
学
校
の

資
姓

（
A
ク
ラ
ス
）
三
十
六
名
が
四
人

の
先
生
と
共
に
到
薦
し
、
体
禽
館

で
簡
申
な
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
日
来
た
牛
徒
た
ら
は
、

年
生
石
ク
ラ
ス
（
E
絹
ま
ご
）
あ

る
内
の
駁
初
の
η
、
フ
ス
ぐ
、
、
t
の

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ぐ
四
泊
五
日
の

日
程
で
．
学
習
や
ス
ボ
ー
ツ
・
野
外

沽
勅
を
し
て
い
ま
司
。
丑
日
後

に
は
B
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
A
ク
フ

ス
と
人
れ
欝
わ
り
に
、
．
㌧
の
レ
ミ

ソ
ー
ハ
ウ
ス
に
や
つ
て
半
．
命
串
に

な
っ
r
、
い
ま
σ
。
．
」
の
よ
う
に
し

（
E
9

ノ
ス
詠
ぐ
の
生
徒
が
六
周

［
H
ま
で
辿
続
し
て
．
」
．
」
の
施
設

を
利
田
田
す
る
ノ
て
つ
C
d
・
。

　
佳
征
の
評
判
は
良
い
と
の
串
C

弓
か
、
あ
る
男
．
5
生
徒
は
ー
テ
レ

ビ
か
な
い
の
が
不
満
。
や
め
て
、
フ

ジ
酒
や
ガ
じ
ツ
ド
く
㌧
い
欲
し
い
ρ

と
詰
し
．
〔
、
く
れ
ま
し
た
。
染
京
の

学 　C気、を刊Lll5串習臼　　実い栩
信人な、～ノ1体∂、、 ）にσ）甘今心、るガ
λ・ど ，b差こノ⊃馬蚤　r ）　1お　し二L　LI　IL21L｝」1諮 1「挙ド〔レ｝

そ）ゼ1司　 ＼
、
　1（ま　d　（　L』．レ‘）　臼勺（1ミCノ）疑偵娃　匡）

（∫）　1Ψ　　　 ＼　曳、2　イ）劫し！　＼宅見1よ　で、’）i ゴオ少　λ1　這オ

幽員省ド71の串律彗野　＼レソもちき
、、占IJll／也《ノll～　＼’）卜Uそヤ　rl　’　1ノ気口L ノ　ζ♪

あ　　人、1メ　　（二　自勺　心、レ拐　ノl　Lへ　1撚　　ノ　、ズ　オ～　（l　lい

1／かかいが　ナ［1、、Dl｛、パ）（ノ）1曽，卸　クC
C　l米直・．）〔L　l　C　・　磨　1［』引1いノN　ll目　／l　（　’1

い川管し分」）イ＼（フ追（τF二、ノ学ん1乱よ、1㌧
、ナ、　、＼　LΨλ二元i’　ビ）材　る1桝　「学　メ＼季憂オ，1　＼　L、

（，れ人P成＼鵠串亭ノk51学 n切（

》
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

ぐ
楽
し
む
生
徒
た
ち

●●
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お
米
が
い
つ
ぱ
い
穫
れ
る
と
い
い
な
！
東
川
小

　
柴
月
小
学
校
（
福
原
公
望
校
良
）

C
1
ひ
、
　
〈
ラ
臼
も
旧
ん
算
聖
や
・
斤
九
片
土
八
L
一
口

が
出
て
、
五
目

十
日
に
学
検
…

の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
苗
を
植
え
た
田
ん
ば
は
、

今
ま
で
校
諾
の
ト
に
あ
っ
た
広
い

田
を
今
年
、
池
と
畑
と
田
に
杵
り

直
し
た
も
の
で
、
全
部
学
校
（
昌

習
用
に
使
用
◎
る
そ
つ
で
σ
。

　
漉
は
鯉
の
せ
態
を
観
察
d
、
る
右

遅
σ
養
魚
犯

な
野
菜
を
学
臼
．
」
と
に
栽
、
眠
し
C

自
て

、
H
ん
ば
に
は
秋
の
収
槙
察

に
健
㍉
モ
ザ
苗
を
植
履
た
り
、
、

・
イ
σ
舷
竣

緒
に
柾
∠
．
矧

　
　
　
）
お
C
J
u

　
日
雑
左
は
、
』
勒

第
U
の
あ
は
さ
ん
ま
C
．
ゴ
ロ
が
窪

て
、
み
ん
な
ヒ
リ
ま
て
ズ
ホ
～
亭

ま
匁
り

h
ナ
、
裸
定
と
し
ジ
格
娼

C
ノ
　

先．

d
の
指
．
習
亭
受
け

　
　
　
　
　
・
れ
函
柾
履
ぴ
し
た
、

　
秋
に
は
沢
山
の
ヒ
プ
米
が
収
穫

C
＼
／
“

2
「
松
之
山
は
や
つ
ば
り
野
鳥
の
宝
庫
だ
凶
野
鳥
集
会

　
〈
ラ
年
で
第
二
十

画
目
と
い
つ

広
統
あ
る
”
松
之
幽
晒
探
烏
く
か

が
、
五
月
…
詐
パ
日
｝
朝
、
松
口

の
美
人
林
周
辺
を
会
場
に
洲
倍
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
（
二
十
じ
日
）
の

夜
に
は
、
湯
本
福
住
館
を
会
場
に

野
鳥
集
会
も
開
か
れ
、
松
之
山
に

住
む
鳥
た
ち
の
ス

フ
イ
ド
㌧
真
を

見
学
し
な
が
ら
、
鳥
た
ら
の
生
態

な
ど
に
つ
い
て
勉
強
会
が
持
た
れ

ま
し
た
。
　
（
i
I
h
名
出
席
）

　
美
人
林
で
勧
わ
れ
た
探
鳥
会
に

は
小
学
生
か
ら

大
人
ま
C
西
t
名

が
参
加
，
小
雨
が
阻
る
午
削
四
時

皐
に
松
目
の
神
村
に
集
合
し
た
参

加
者
は
四
班
に
分
れ
．
そ
れ
ぞ
れ

の
ー
T
ス
ぐ
探
鳥
に
出
発
し
ま
し

た
。
各
班
の
指
導
に
は
中
島
公
先

生
（
板
倉
町
）
と
地
元
の
野
鳥
愛

護
会
の
人
た
ち
が
当
た
り
、
馬
の

さ
え
ず
り
に
聞
さ
U
を
磁
C
な
が

27日の夜行われた野鳥集会には35名

の方が出席。美しいスライドを見な

がら松之山の鳥を勉強しました。

b
進
み
ま
し
た
。

　
莫
し
い
鳥
の
姿
は
な
か
な
か
見

う
れ
ま
廿
ん
C
し
た
が
、
．
曳
φ
目

確
認
C
さ
た
鳥
は
ノ
ジ
ー
7
ヒ
ヨ

ト
リ
・
カ
リ
』
ピ
、
　
、
、
な
ど
、
四
十

棟
類
も
あ
り
ま
し
た
い
び
さ
に
野

鳥
の
宝
瞳
で
◎
ね
。
C
も
、
残
悉

な
が
㌧
松
之
由
の
鳥
“
ア
ガ
ラ
」

ウ
ビ
ン
”
の
姿
は
覧
κ
詠
せ
ん
ぐ

し
た
、

●

帰
探
鳥
会

児童と先生のみんなで植えたモチ米の苗

秋の穫り入れが今から楽しみです

・緊籍1

中島公先生（左はじ）の話を熱心に

聞く参加者、，「ホトトギスは自分で

巣を作らず、ウグイスの巣に卵を産

むんですよ」

4イ欝グ
　
／
．
・

　
ノ

子供たちも大勢参加してくれた探鳥会

　　　　　　　　　（松口美人林上）

3
「
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
パ
ウ
ス
」
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た

ノ

と
ホてし着

　
に
　
ス
　
ウ
　
ハ

　
ー
　
ン
し昂藤

　
四
月
四
日
に
開
所
式
を
荷
⊃
た

「
啓
倫
セ
．
ミ
、
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
（
旧

三
省
小
）
に
．
よ
う
や
．
（
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
萄
門
学
校
の
生
徒
が
や
っ

て
来
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
第
陣
の
生
徒
が
来
た
の
は
五

月
十
一
］
の
お
賢
頃
で
、

・
、
省
地

区
の
方
た
ら
が
出
迎
、
λ
る
中
、
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
鞠
門
学
校
の

資
姓

（
A
ク
ラ
ス
）
三
十
六
名
が
四
人

の
先
生
と
共
に
到
薦
し
、
体
禽
館

で
簡
申
な
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
日
来
た
牛
徒
た
ら
は
、

年
生
石
ク
ラ
ス
（
E
絹
ま
ご
）
あ

る
内
の
駁
初
の
η
、
フ
ス
ぐ
、
、
t
の

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ぐ
四
泊
五
日
の

日
程
で
．
学
習
や
ス
ボ
ー
ツ
・
野
外

沽
勅
を
し
て
い
ま
司
。
丑
日
後

に
は
B
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
A
ク
フ

ス
と
人
れ
欝
わ
り
に
、
．
㌧
の
レ
ミ

ソ
ー
ハ
ウ
ス
に
や
つ
て
半
．
命
串
に

な
っ
r
、
い
ま
σ
。
．
」
の
よ
う
に
し

（
E
9

ノ
ス
詠
ぐ
の
生
徒
が
六
周

［
H
ま
で
辿
続
し
て
．
」
．
」
の
施
設

を
利
田
田
す
る
ノ
て
つ
C
d
・
。

　
佳
征
の
評
判
は
良
い
と
の
串
C

弓
か
、
あ
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藝躍，騨騨
窮。　躍i雛i購雛

鱒　雀趨
威勢のいい祭りみこしが温泉街を練り歩き、祭

り気分を盛り上げる、，花火もきれいでしたよ

隅

｝
瞥
轟
姦
重
3
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松
之
山
温
泉
ま
つ
り

　
　
　
　
　
2
、
O
O
O
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

は

見
よ
う
と
広
場
い
っ
ば
い
に
集
ま

っ
だ
人
た
ち
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、

「
さ
す
が
に
上
手
な
も
の
だ
。
い

い
声
を
し
て
い
る
一
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
最
後
は
大
花
火
大
会
。

ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の

滝
の
美
し
さ
に
、
感
嘆
の
声
が
漏

れ
て
い
ま
し
た
。
雨
が
降
ら
ず
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

　
ニ
レ
一
目
の
日
曜
目
は
大
厳
寺

高
原
で
”
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
”
。

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
強
い
雨
が
降

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
百
名

近
い
方
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
お
昼
近
く
な
っ
て
天

候
も
回
復
し
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
大
喜
び
で
し
た
，

　
今
年
は
と
に
か
く
沢
山
の
人
出

が
あ
っ
た
温
泉
ま
つ
り
で
し
た
。

量饗軽鰐禰
．謡、託、難
1鐙．　　　　　ρ．
，鍔騨・デ凱　ぎ　　　　　　“
　　　　1　、、　　　歴奥「　　　鷺

民謡の鎌田英一さんを迎えてのショーは大人気

　
松
之
山
の
観
光
に
弾
み
を
つ
け

よ
う
と
、
毎
年
五
月
の
連
休
明
け

に
行
っ
て
い
る
”
松
之
山
温
泉
ま

つ
り
”
。
今
年
も
五
月
二
〇
日
・

二
卜
一
H
の
二
口
問
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
観
光
客
や
町
内
の
方
た

ち
二
毛
人
あ
ま
り
が
繰
り
出
し
て

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
二
〇
日
の
天
気
予
報
は
降
水
確

率
八
○
％
と
い
う
雨
の
予
報
だ
っ

た
の
で
す
が
見
事
に
外
れ
、
快
晴

と
は
い
か
な
い
も
の
の
比
較
的
暖

か
い
天
候
で
、
予
想
以
上
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
湯
本
の
方
た
ち
は
大

喜
び
で
し
た
。

　
午
後
二
時
、
松
里
保
育
園
児
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
”
管
領
塚
供
養

祭
”
で
始
ま
っ
た
温
泉
ま
つ
り
、

松
里
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
鼓
笛

隊
パ
レ
ー
ド
や
可
愛
い
稚
児
行
列
・

松
之
山
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
が
、
夕
方
ま
で
続
け
ら

れ
た
ほ
か
、
お
ま
つ
り
広
場
に
は

沢
山
の
屋
台
も
店
を
出
し
、
早
く

か
ら
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
ま
し

た
。　
夜
七
時
三
十
分
か
ら
は
温
泉
広

場
で
”
松
之
山
甚
句
大
会
”
が
行

わ
れ
、
松
里
地
区
の
婦
人
を
中
心

に
観
光
客
や
町
内
の
方
た
ち
に
よ

っ
て
大
き
な
踊
り
の
輪
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
踊
り
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
に
は
抽
選
で
豪
華
な
景
品
が

配
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
大
変
多
く

玉
濡

、鍵　峯塾％鱒『『職

鎌田英一さんを一目見ようと大勢の方が

つめかけました

ア
　
　
叫
ノ

の
参
旗
者
が
あ
り
、
ま
つ
り
気
分

が
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
八
時
か
ら
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
招
待
し
た
日
本
民
謡
界
の
大
御

所
”
鎌
田
英
一
”
さ
ん
に
よ
る
民

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
新
相
馬
節
、

ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
日
本
を
代
表
す

る
民
謡
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
十

数
曲
を
披
露
し
、
最
後
に
踊
り
の

音
頭
を
と
る
形
で
松
之
山
甚
句
が

歌
わ
れ
ま
し
た
。
鎌
田
英
一
を
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臥山菜売場は観光客に大モテ、山ウ

フキ、ワラビなど沢山売れました

‘’

‘　碧
▼

観光客の皆さんも大勢参

“松之山甚句大会。『
義
歳
、

2躍
覧
　
、
、
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江
戸
時
代
も
中
期
以
降
に
な
る

と
、
旅
に
出
る
庶
民
が
急
増
す
る
。

伊
勢
参
り
な
ど
は
そ
の
一
例
だ
が
、

身
分
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し

て
旦
那
寺
や
村
役
人
の
発
行
し
た

「
往
来
手
形
」
を
携
帯
し
た
。
そ

こ
に
は
「
万
一
病
死
な
ど
仕
り
候

と
も
こ
の
方
へ
お
届
け
に
は
及
ば

ず
、
そ
の
所
の
御
作
法
を
以
て
御

仕
舞
い
下
さ
れ
た
く
」
な
ど
と
あ

っ
て
、
長
旅
は
ま
さ
に
死
出
の
旅

路
の
感
が
あ
っ
た
。

　
一
方
公
儀
で
も
こ
れ
に
対
処
し

　
は
た
　
こ
　
や

て
旅
籠
屋
に
限
ら
ず
、
往
還
の
村

村
で
旅
人
が
病
で
難
渋
し
て
い
る

と
き
は
医
者
に
見
せ
、
療
養
を
加

え
る
こ
と
。
本
人
が
在
所
へ
帰
る

こ
と
を
希
望
し
た
と
き
は
村
継
ぎ

に
こ
れ
を
送
る
こ
と
。
養
生
が
叶

わ
ざ
る
時
は
そ
の
者
の
在
所
へ
知

ら
せ
、
親
類
を
呼
ん
で
対
談
の
上

で
処
置
す
る
こ
と
。
不
幸
に
し
て

死
亡
し
た
場
合
、
在
所
へ
知
ら
せ

る
必
要
の
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

役
所
へ
届
け
た
上
で
葬
る
こ
と
な

三

育旨
」』、

ど
と
指
示
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た

場
合
は
御
仕
置
申
し
付
け
る
と
し

て
い
る
。

　
継
ぎ
送
り
と
は
、
病
人
の
在
所

ま
で
の
道
筋
に
当
た
る
村
々
が
順

次
介
抱
し
な
が
ら
次
の
村
ま
で
送

る
こ
と
を
い
う
が
、
な
か
に
は
病

人
の
容
態
が
重
く
、
村
で
死
な
れ

る
と
後
が
面
倒
と
、
昼
夜
に
限
ら

ず
大
急
ぎ
で
送
り
出
す
場
合
も
あ

っ
た
と
い
、
つ
。

　
万
延
元
年
二
八
六
〇
）
八
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
ん

信
濃
国
川
中
島
村
の
道
心
者
が
松

代
村
で
病
気
と
な
っ
た
。

「
…
難
渋
致
し
候
に
付
き
養
生
い

た
し
遣
し
候
。
追
っ
て
快
方
の
趣

帰
国
仕
り
た
く
相
願
い
候
問
継
ぎ

送
り
出
し
候
。
道
筋
村
方
御
慈
悲

を
以
て
御
継
ぎ
送
り
下
さ
れ
、
滞

り
な
く
帰
国
致
し
候
様
御
取
計
い

下
さ
れ
べ
く
候
。
…
」
と
、
病
人

を
戸
板
に
乗
せ
て
送
り
出
し
た
。

こ
の
時
天
水
島
村
で
は
十
二
人
の

人
足
を
出
し
て
妻
有
上
野
村
（
津

南
町
上
野
）
ま
で
送
っ
て
い
る
。

　
同
じ
万
延
元
年
三
月
、

の
多
四
郎
は
旅
の
途
中
不
幸
に
し

て
病
死
し
た
。

　
　
　
受
取
書
の
事

　
　
そ
う
し
つ

一
、
雑
物
（
所
持
品
）
　
品
々

告
は
橋
詰
村
長
吉
弟
多
四
郎
儀
、

去
る
三
月
中
神
社
仏
閣
拝
礼
と
し

て
罷
り
出
で
候
処
、
当
五
月
中
丹

後
国
（
京
都
府
）
が
佐
郡
和
井
村

に
て
相
煩
い
、
薬
用
手
当
請
け
候

上
国
許
へ
罷
り
帰
り
た
し
旨
願
い

候
に
付
、
村
継
ぎ
送
り
来
り
候
と

こ
ろ
当
御
村
方
に
て
差
し
重
く
、

薬
用
そ
の
外
手
当
中
、
多
四
郎
儀

長
吉
方
へ
知
ら
せ
て
く
れ
候
よ
う

申
す
に
つ
き
お
知
ら
せ
下
さ
れ
、
罷

り
越
し
候
処
も
は
や
養
生
相
叶
わ

ず
相
果
て
候
へ
ど
も
、
御
親
切
に

御
取
計
い
下
さ
れ
候
段
添
な
く
存

じ
候
。
そ
の
上
雑
物
書
面
の
通
り

お
渡
し
下
さ
れ
、
槌
に
受
け
取
り

申
し
候
。
然
る
上
は
右
一
条
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う

き
、
御
村
方
へ
対
し
以
来
異
儀
毛

　とう

頭
御
座
な
く
候
間
、
親
類
村
役
人

連
印
一
札
差
し
入
れ
申
す
と
こ
ろ

件
の
ご
と
し
。

　
万
延
一
兀
申
年
六
月

　
　
　
　
　
　
橋
詰
村

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
一
ネ
・
王

　
　
　
　
　
親
　
類

　
　
　
　
　
百
姓
代

　
　
　
　
　
組
　
頭

　
　
　
　
　
庄
　
屋

丹
原
村
役
人
中

安
、
杢
ハ
年

二
＋
日
、

　
　
◆

長
　
　
士
・

勘
　
　
七

万
　
　
士
口

物
心
右
衛
門

重
右
衛
門

　
（
一
七
七
七
）
二
月

頸
城
郡
上
稲
村
（
上
越

　　　　　　　　　　　　　ゆ

ヂ麟1蒙灘擁

松之山「陽光寺」発行した

往来手形
市
）
の
百
姓
孫
兵
衛
は
、
こ
の
日

松
之
山
温
泉
へ
湯
治
に
と
出
立
し

た
。
い
ま
．
の
三
月
下
旬
、
よ
う
や

く
雪
も
降
り
止
み
、
農
作
業
に
か

か
る
前
の
念
願
の
湯
治
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
天
候
を
選
ん
で
の
早

立
ち
だ
っ
た
ろ
う
が
、
松
之
山
で

は
猛
吹
雪
に
変
わ
っ
て
い
た
。
孫

兵
衛
は
兎
口
か
ら
湯
峠
を
越
え
た
。

そ
の
湯
峠
は
吹
雪
の
た
め
道
が
消

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
不
案
内

も
手
伝
っ
て
彼
は
こ
こ
で
遭
難
し

た
。
孫
兵
衛
の
死
体
は
二
十
三
日

に
発
見
さ
れ
、
同
二
十
八
日
、
知

ら
せ
を
受
け
た
縁
者
や
村
役
人
が

浦
田
口
村
で
亡
き
孫
兵
衛
と
対
面

し
た
。
所
持
品
は
す
べ
て
縁
者
に

引
き
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に

は
湯
治
の
際
の
、
自
炊
の
た
め
に

用
意
し
た
次
の
品
々
が
あ
っ
た
。

一
一
　
　
　
　
　
　
　
壱
　
ッ

味
噌
づ
と

古
き
柳
フ
」
り

　
ア
」
の
内
に

ぜ白

壱こ米

壱
　
ツ

五
　
升

五
百
文

　
　
　
是
は
市
松
染
の
浅
き
形

　
　
　
財
布
入
に
有
之
候

鰹
　
牌
即
　
　
　
　
壱
　
本

古
く
相
成
る
小
刀
・
一
本

　
　
　
　
文
意
貝
　
相
沢
和
夫

～

文
化
と
産
業
～

参
加
者
募
集

　
あ
な
た
は
町
内
で
行
っ
て
見
た

事
の
な
い
部
落
は
あ
り
ま
せ
ん
か

？
　
松
之
山
の
名
所
・
史
跡
を
ご

存
知
で
す
か
…
？
　
こ
こ
に
長
く

住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
所
が
沢

山
あ
る
も
の
で
す
。
ま
し
て
、
町

外
か
ら
お
婿
さ
ん
・
お
嫁
さ
ん
に

来
ら
れ
た
方
た
ち
は
沢
山
あ
る
と

田
心
い
ま
す
。

　
町
公
民
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
町

の
将
来
を
考
え
て
行
く
一
つ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
の
事
を
も
っ
と
良
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
”
町
内
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
”
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
多
く
の

方
か
ら
素
顔
の
松
之
山
町
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
町
内
め
ぐ
り
日
程

◎
七
月
九
日
（
日
曜
日
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
が
、

特
に
町
外
か
ら
来
ら
れ
た
お
婿
さ

ん
・
お
嫁
さ
ん
大
歓
迎
。

ん
連
れ
で
是
非
ど
う
ぞ
。

子
供
さ

▼
｛
疋
　
口
貝

先
着
四
＋
名
ま
で

▼
参
加
費

　
大
人
昼
食
代
　
九
〇
〇
円

　
お
子
様
連
れ
は
一
人
三
〇
〇
円

　
増
。
（
た
だ
し
、
幼
児
は
無
料
）

▼
申
し
込
み

　
六
月
三
十
日
・
午
後
三
時
ま
で

　
に
公
民
館
六
ー
二
二
六
五
番
へ

　
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は

　
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
出
　
発

　
午
前
七
時
五
十
五
分
に
自
然
休

　
養
村
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発
し
ま

　
す
。
昼
食
後
一
時
に
解
散
ゆ

※
詳
し
く
は
公
民
館
に
お
聞
き
く

　
だ
さ
い
。

生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

6
月
4
日
か
ら
歯
の
衛
生
週
間

し
　
こ
う

歯
垢
が
つ
い
た
ら
要
注
意

　
む
し
歯
に
な
っ
て
痛
く
て
夜
も

眠
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
を
持

っ
て
い
る
方
も
、
た
く
さ
ん
い
る

と
田
心
い
ま
す
。

　
む
し
歯
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と

い
う
細
菌
の
一
種
が
中
心
と
な
っ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。
こ
の
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
の
作
用
に
よ
っ
て
歯
の

表
面
に
歯
垢
が
付
着
し
、
歯
垢
の

中
に
で
き
た
酸
に
よ
っ
て
し
だ
い

に
歯
が
侵
さ
れ
、
む
し
歯
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
む
し
歯
予
防
の
三
原
則
・

　
む
し
歯
を
作
る
原
因
と
い
わ
れ

る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
が
繁
殖
し
に
く

い
よ
う
に
心
が
け
る
事
か
ら
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
食
後
、
必
ず
歯

を
磨
く
こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
歯
に
細
菌

を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
一
番
の

方
法
で
す
。
食
後
に
歯
磨
き
が
で

き
な
い
場
合
で
も
、
口
を
す
す
ぎ
、

歯
を
清
潔
な
状
態
に
し
て
お
く
よ

・
つ
に
。

　
第
二
に
、
糖
分
を
お
さ
え
る
事

で
す
。
ふ
だ
ん
私
た
ち
の
食
生
活

で
、
一
番
多
く
摂
取
さ
れ
て
い
る

栄
養
素
は
糖
質
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
と
さ
ら
甘
い
物
を
食
べ
た
り
、

味
付
を
必
要
以
上
に
甘
く
す
る
の

は
止
め
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
間
食
も
歯
を
悪
く
す
る
大

き
な
原
因
で
す
。

　
第
三
に
、
よ
い
歯
質
ー
つ
ま

●むし歯のできやすいところ●

　　　　　　①
　　　　　　　　②
　　　　　　　　　　　①歯のかみ含
　　　　　　　　　　　　わセ面の糊

》’暑　②議2
　　　　　麟③灘の間
　　　　　　　　　　　④歯と歯肉の

」＿コ　の　　く　　間

り
む
し
歯
を
引
き
起
こ
す
細
菌

に
対
し
て
、
抵
抗
力
の
あ
る
丈

夫
な
歯
を
作
る
よ
う
心
が
け
る

事
で
す
。
牛
乳
や
ひ
じ
き
、
し

ら
す
干
し
な
ど
に
含
ま
れ
て
い

る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ン

は
、
歯
の
大
切
な
栄
養
素
で
す
。

若
い
う
ち
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
食
事
を
し
ま
し
ょ

》
っ
。
　
定
期
検
診
を
受
け
よ
う

　
歯
が
痛
く
な
く
て
も
半
年
か

一
年
に
一
回
は
定
期
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
歯
で
一

生
食
べ
る
た
め
、
毎
日
の
手
入

れ
を
忘
れ
ず
に
。
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江
戸
時
代
も
中
期
以
降
に
な
る

と
、
旅
に
出
る
庶
民
が
急
増
す
る
。

伊
勢
参
り
な
ど
は
そ
の
一
例
だ
が
、

身
分
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し

て
旦
那
寺
や
村
役
人
の
発
行
し
た

「
往
来
手
形
」
を
携
帯
し
た
。
そ

こ
に
は
「
万
一
病
死
な
ど
仕
り
候

と
も
こ
の
方
へ
お
届
け
に
は
及
ば

ず
、
そ
の
所
の
御
作
法
を
以
て
御

仕
舞
い
下
さ
れ
た
く
」
な
ど
と
あ

っ
て
、
長
旅
は
ま
さ
に
死
出
の
旅

路
の
感
が
あ
っ
た
。

　
一
方
公
儀
で
も
こ
れ
に
対
処
し

　
は
た
　
こ
　
や

て
旅
籠
屋
に
限
ら
ず
、
往
還
の
村

村
で
旅
人
が
病
で
難
渋
し
て
い
る

と
き
は
医
者
に
見
せ
、
療
養
を
加

え
る
こ
と
。
本
人
が
在
所
へ
帰
る

こ
と
を
希
望
し
た
と
き
は
村
継
ぎ

に
こ
れ
を
送
る
こ
と
。
養
生
が
叶

わ
ざ
る
時
は
そ
の
者
の
在
所
へ
知

ら
せ
、
親
類
を
呼
ん
で
対
談
の
上

で
処
置
す
る
こ
と
。
不
幸
に
し
て

死
亡
し
た
場
合
、
在
所
へ
知
ら
せ

る
必
要
の
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

役
所
へ
届
け
た
上
で
葬
る
こ
と
な

三

育旨
」』、

ど
と
指
示
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た

場
合
は
御
仕
置
申
し
付
け
る
と
し

て
い
る
。

　
継
ぎ
送
り
と
は
、
病
人
の
在
所

ま
で
の
道
筋
に
当
た
る
村
々
が
順

次
介
抱
し
な
が
ら
次
の
村
ま
で
送

る
こ
と
を
い
う
が
、
な
か
に
は
病

人
の
容
態
が
重
く
、
村
で
死
な
れ

る
と
後
が
面
倒
と
、
昼
夜
に
限
ら

ず
大
急
ぎ
で
送
り
出
す
場
合
も
あ

っ
た
と
い
、
つ
。

　
万
延
元
年
二
八
六
〇
）
八
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
ん

信
濃
国
川
中
島
村
の
道
心
者
が
松

代
村
で
病
気
と
な
っ
た
。

「
…
難
渋
致
し
候
に
付
き
養
生
い

た
し
遣
し
候
。
追
っ
て
快
方
の
趣

帰
国
仕
り
た
く
相
願
い
候
問
継
ぎ

送
り
出
し
候
。
道
筋
村
方
御
慈
悲

を
以
て
御
継
ぎ
送
り
下
さ
れ
、
滞

り
な
く
帰
国
致
し
候
様
御
取
計
い

下
さ
れ
べ
く
候
。
…
」
と
、
病
人

を
戸
板
に
乗
せ
て
送
り
出
し
た
。

こ
の
時
天
水
島
村
で
は
十
二
人
の

人
足
を
出
し
て
妻
有
上
野
村
（
津

南
町
上
野
）
ま
で
送
っ
て
い
る
。

　
同
じ
万
延
元
年
三
月
、

の
多
四
郎
は
旅
の
途
中
不
幸
に
し

て
病
死
し
た
。

　
　
　
受
取
書
の
事

　
　
そ
う
し
つ

一
、
雑
物
（
所
持
品
）
　
品
々

告
は
橋
詰
村
長
吉
弟
多
四
郎
儀
、

去
る
三
月
中
神
社
仏
閣
拝
礼
と
し

て
罷
り
出
で
候
処
、
当
五
月
中
丹

後
国
（
京
都
府
）
が
佐
郡
和
井
村

に
て
相
煩
い
、
薬
用
手
当
請
け
候

上
国
許
へ
罷
り
帰
り
た
し
旨
願
い

候
に
付
、
村
継
ぎ
送
り
来
り
候
と

こ
ろ
当
御
村
方
に
て
差
し
重
く
、

薬
用
そ
の
外
手
当
中
、
多
四
郎
儀

長
吉
方
へ
知
ら
せ
て
く
れ
候
よ
う

申
す
に
つ
き
お
知
ら
せ
下
さ
れ
、
罷

り
越
し
候
処
も
は
や
養
生
相
叶
わ

ず
相
果
て
候
へ
ど
も
、
御
親
切
に

御
取
計
い
下
さ
れ
候
段
添
な
く
存

じ
候
。
そ
の
上
雑
物
書
面
の
通
り

お
渡
し
下
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れ
、
槌
に
受
け
取
り

申
し
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。
然
る
上
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右
一
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も
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作
業
に
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る
前
の
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の
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治
だ
っ
た
と
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る
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天
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を
選
ん
で
の
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ち
だ
っ
た
ろ
う
が
、
松
之
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で

は
猛
吹
雪
に
変
わ
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い
た
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兵
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は
兎
口
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ら
湯
峠
を
越
え
た
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そ
の
湯
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は
吹
雪
の
た
め
道
が
消

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
不
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内

も
手
伝
っ
て
彼
は
こ
こ
で
遭
難
し

た
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兵
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の
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体
は
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に
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れ
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者
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の
将
来
を
考
え
て
行
く
一
つ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
の
事
を
も
っ
と
良
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
”
町
内
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
”
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
多
く
の

方
か
ら
素
顔
の
松
之
山
町
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
町
内
め
ぐ
り
日
程

◎
七
月
九
日
（
日
曜
日
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
が
、

特
に
町
外
か
ら
来
ら
れ
た
お
婿
さ

ん
・
お
嫁
さ
ん
大
歓
迎
。

ん
連
れ
で
是
非
ど
う
ぞ
。

子
供
さ

▼
｛
疋
　
口
貝

先
着
四
＋
名
ま
で

▼
参
加
費

　
大
人
昼
食
代
　
九
〇
〇
円

　
お
子
様
連
れ
は
一
人
三
〇
〇
円

　
増
。
（
た
だ
し
、
幼
児
は
無
料
）

▼
申
し
込
み

　
六
月
三
十
日
・
午
後
三
時
ま
で

　
に
公
民
館
六
ー
二
二
六
五
番
へ

　
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は

　
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
出
　
発

　
午
前
七
時
五
十
五
分
に
自
然
休

　
養
村
セ
ン
タ
ー
前
を
出
発
し
ま

　
す
。
昼
食
後
一
時
に
解
散
ゆ

※
詳
し
く
は
公
民
館
に
お
聞
き
く

　
だ
さ
い
。

生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

6
月
4
日
か
ら
歯
の
衛
生
週
間

し
　
こ
う

歯
垢
が
つ
い
た
ら
要
注
意

　
む
し
歯
に
な
っ
て
痛
く
て
夜
も

眠
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
を
持

っ
て
い
る
方
も
、
た
く
さ
ん
い
る

と
田
心
い
ま
す
。

　
む
し
歯
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
と

い
う
細
菌
の
一
種
が
中
心
と
な
っ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。
こ
の
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
の
作
用
に
よ
っ
て
歯
の

表
面
に
歯
垢
が
付
着
し
、
歯
垢
の

中
に
で
き
た
酸
に
よ
っ
て
し
だ
い

に
歯
が
侵
さ
れ
、
む
し
歯
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
む
し
歯
予
防
の
三
原
則
・

　
む
し
歯
を
作
る
原
因
と
い
わ
れ

る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
が
繁
殖
し
に
く

い
よ
う
に
心
が
け
る
事
か
ら
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
食
後
、
必
ず
歯

を
磨
く
こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
歯
に
細
菌

を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
一
番
の

方
法
で
す
。
食
後
に
歯
磨
き
が
で

き
な
い
場
合
で
も
、
口
を
す
す
ぎ
、

歯
を
清
潔
な
状
態
に
し
て
お
く
よ

・
つ
に
。

　
第
二
に
、
糖
分
を
お
さ
え
る
事

で
す
。
ふ
だ
ん
私
た
ち
の
食
生
活

で
、
一
番
多
く
摂
取
さ
れ
て
い
る

栄
養
素
は
糖
質
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
と
さ
ら
甘
い
物
を
食
べ
た
り
、

味
付
を
必
要
以
上
に
甘
く
す
る
の

は
止
め
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
間
食
も
歯
を
悪
く
す
る
大

き
な
原
因
で
す
。

　
第
三
に
、
よ
い
歯
質
ー
つ
ま

●むし歯のできやすいところ●

　　　　　　①
　　　　　　　　②
　　　　　　　　　　　①歯のかみ含
　　　　　　　　　　　　わセ面の糊

》’暑　②議2
　　　　　麟③灘の間
　　　　　　　　　　　④歯と歯肉の

」＿コ　の　　く　　間

り
む
し
歯
を
引
き
起
こ
す
細
菌

に
対
し
て
、
抵
抗
力
の
あ
る
丈

夫
な
歯
を
作
る
よ
う
心
が
け
る

事
で
す
。
牛
乳
や
ひ
じ
き
、
し

ら
す
干
し
な
ど
に
含
ま
れ
て
い

る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ン

は
、
歯
の
大
切
な
栄
養
素
で
す
。

若
い
う
ち
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
食
事
を
し
ま
し
ょ

》
っ
。
　
定
期
検
診
を
受
け
よ
う

　
歯
が
痛
く
な
く
て
も
半
年
か

一
年
に
一
回
は
定
期
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
歯
で
一

生
食
べ
る
た
め
、
毎
日
の
手
入

れ
を
忘
れ
ず
に
。
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
大
変
ご
苦
労
な
仕
事
で
す
。

私
の
家
も
一
人
に
し
て
お
け
な
い
老
人
が
居
り
ま

す
が
、
ど
う
し
て
も
出
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が
月
に
二
～
三
日
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
親

類
の
人
を
頼
ん
で
行
く
わ
け
で
す
が
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
を
頼
め
れ
ば
助
か
る
と
思
っ
て
も
近
所
や
部

落
の
人
に
世
問
体
が
悪
く
、
つ
い
親
類
を
頼
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
里
・
忙
が
し
い
主
婦

皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

お
答
え
し
ま
す
r
こ
の
制
度
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
派
遣
対
象

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
対
象

は
、
老
衰
・
心
身
の
障
害
及
傷
病

、
等
の
理
由
に
よ
り
臥
床
し
て
い
る

な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
の
あ
る
お
お
む
ね
、
六
十
五
歳

以
上
の
者
の
い
る
家
庭
で
あ
っ
て
、

老
人
又
は
そ
の
家
族
が
老
人
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
場
合

に
対
象
忙
な
り
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

ア
、
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と
。

　
食
事
の
介
護
・
排
泄
の
介
護
・

　
衣
類
着
脱
の
介
護
・
入
浴
の
介

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
に
関
す
る
作
品
募
集

　
　
　
　
　
中
学
生
“
標
　
語

　
　
　
　
　
高
校
生
糧
作
文

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
。

　
受
付
は
各
税
務
署
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
高
校
生
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
応
募
要
領

○
応
募
数
　
一
人
一
編

　
　
　
（
作
文
は
三
千
字
以
内
）

○
締
切
日
　
九
月
五
日
（
火
）

o
表
　
彰
　
優
秀
作
品
に
は
賞
状

　
　
　
　
　
と
記
念
品
を
贈
呈
。

　
護
・
身
体
の
清
拭
・
洗
髪
・
通

　
院
等
の
介
助
そ
の
他
必
要
な
身

体
の
介
護
。

イ
、
家
事
に
関
す
る
こ
と
。

　
調
理
・
衣
類
の
洗
濯
・
補
修
・

　
住
居
等
の
掃
除
・
整
理
整
頓
・

　
生
活
必
需
品
の
買
い
物
・
関
係

　
機
関
等
と
の
連
絡
・
そ
の
他
必

要
な
家
事
。

ウ
、
相
談
・
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

　
生
活
・
身
上
・
介
護
に
関
す
る

　
相
談
・
助
言
・
そ
の
他
必
要
な

　
相
談
等
。

◎
派
遣
時
間

　
一
日
　
四
時
間
以
内

　
一
週
　
六
日
以
内

　
一
週
間
当
た
り
延
十
八
時
間
以

　
内
◎
費
用
負
担

　
派
遣
の
申
し
出
者
は
、
別
表
の

　
基
準
に
よ
り
派
遣
に
要
し
た
費

　
用
を
負
担
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

◎
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
請
に

　
　
つ
い
て

　
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

前
年
の
所
得
税
の
課
税
状
況
を
調

べ
た
上
で
、
派
遣
を
受
け
よ
う
と

す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
住
民

課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

利用者世帯の階層区分
1時間当り
利用者負担額

A 生活保護法による被保護世帯 0円

B 生計中心者が前年所得税非課税世帯 0円

C
生計中心者が前年所得税非課税世帯

　　9，600円以下の世帯
200円

D
〃　　　　　　　　　　〃

9，601円～32，400円以下の世帯
350円

E
　〃　　　　　　　　　　ノノ

32，401円～42，000円以下の世帯
500円

F
　ノノ　　　　　　　　　　〃

42，001円以上の世帯
650円

の申し込み

早めにお願いします

　
来
年
三
月
卒
業
予
定
の
学
生

に
対
す
る
求
人
申
し
込
み
が
、

六
月
二
十
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
へ
の
若
い
労
働
力
確
保

の
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
求
人
票
の
受
付
け
開
始
日

＊
中
学
・
高
等
学
校
（
六
月
二

　
＋
日
）

＊
職
業
訓
練
校
（
七
月
一
日
）

＊
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修

　
学
校
（
七
月
十
日
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
職
安
の
学

卒
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
・
安

　
塚
分
室
（
電
話
〇
二
五
五
九

　
ー
二
ー
二
〇
三
九
番
）

○
応
募
先
　
〒
九
四
三

　
　
上
越
市
西
城
町
三
丁
目
二
－

　
　
一
八

　
　
高
田
税
務
署
　
宛

矯　
。
の
6

㌧
じ

’
　
マ

　
Lρ

．
ひ

　。望

炉あ唇た晦1ざ々ノδ

住宅金融公庫

個人向け融資募集

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
個
人
住
宅

建
設
資
金
及
び
建
売
購
入
資
金
の

募
集
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま

す
。▽
受
付
期
問

　
四
月
二
十
三
H
～
六
月
二
十
三

　
日
ま
で

▽
申
込
資
格
条
件

　
◎
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を

　
新
築
す
る
方
で
、
土
地
の
準
備

　
が
で
き
て
い
る
方
又
は
、
自
分

　
が
住
む
た
め
の
新
築
住
宅
を
購

　
入
す
る
方
．

　
◎
床
面
積
は
七
〇
㎡
以
上
二
二

　
〇
，
m
以
下

　
◎
融
資
額
は
四
三
〇
万
円
か
ら

　
最
高
一
、
二
八
○
万
円
ま
で

　
◎
返
済
期
間
は
木
造
の
場
合
二

五
年
以
内

▽
申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
一
県
内
「
住

　
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と

　
表
示
し
た
金
融
機
関
。

　
な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
（
住

宅
改
良
資
金
・
住
宅
の
増
改
築
・

修
繕
な
ど
）
及
び
中
古
住
宅
資
金

の
募
集
を
平
成
元
年
四
月
よ
り
平

成
二
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
通
年

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

國
囲
　
　
　
俳
句
ば
か
り
で
な
－
短
歌
・
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
　
匿
　
　
　
P
　
　
　
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
．
こ

　
　
　
　
力
　
　
　
籾
　
　
　
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
弱
腰
で
渡
れ
ば
尚
も
揺
れ
る
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村
　
正
孝

　
　
　
俳
句

男
子
得
し
家
の
大
き
な
鯉
の
ぽ
り

風
喰
っ
て
五
月
の
鯉
は
泳
ぐ
べ
う

　
新
築
祝
に
一
句

　
　
　
　
　
ニ
た
と
　
　
さ
　
つ
さ
ば
れ

建
前
の
音
が
翻
す
皐
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

老
師
今
眠
れ
る
墓
や
桐
の
花

緑
樹
影
池
う
き
草
に
は
ば
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
も

う
き
草
に
一
匹
の
蜘
蛛
遊
び
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

鈴
木
俊
一

滝
沢
流
石
（
銀
作
）

沢
越
え
る
手
を
の
べ
合
う
て
早
乙
女
等

早
乙
女
の
一
人
は
不
足
苗
取
り
に

残
照
の
嶺
苗
代
に
水
を
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手
　
村
山

と
ん
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ね

靖
玲
生
ま
る
可
憐
な
翅
を
陽
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
え
さ

靖
玲
生
ま
る
哀
れ
や
餌
と
今
な
れ
る

幾
歳
が
過
ぎ
て
生
家
の
田
植
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手
　
福
原

三
二

秋
静
子
（
益
太
郎
）

●
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
大
変
ご
苦
労
な
仕
事
で
す
。

私
の
家
も
一
人
に
し
て
お
け
な
い
老
人
が
居
り
ま

す
が
、
ど
う
し
て
も
出
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が
月
に
二
～
三
日
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
親

類
の
人
を
頼
ん
で
行
く
わ
け
で
す
が
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
を
頼
め
れ
ば
助
か
る
と
思
っ
て
も
近
所
や
部

落
の
人
に
世
問
体
が
悪
く
、
つ
い
親
類
を
頼
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
里
・
忙
が
し
い
主
婦

皆さんからのお便りをお待ちして

います。　　　　役場議会事務局まで

お
答
え
し
ま
す
r
こ
の
制
度
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
派
遣
対
象

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
対
象

は
、
老
衰
・
心
身
の
障
害
及
傷
病

、
等
の
理
由
に
よ
り
臥
床
し
て
い
る

な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
の
あ
る
お
お
む
ね
、
六
十
五
歳

以
上
の
者
の
い
る
家
庭
で
あ
っ
て
、

老
人
又
は
そ
の
家
族
が
老
人
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
場
合

に
対
象
忙
な
り
ま
す
。

◎
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

ア
、
身
体
の
介
護
に
関
す
る
こ
と
。

　
食
事
の
介
護
・
排
泄
の
介
護
・

　
衣
類
着
脱
の
介
護
・
入
浴
の
介

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
に
関
す
る
作
品
募
集

　
　
　
　
　
中
学
生
“
標
　
語

　
　
　
　
　
高
校
生
糧
作
文

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
。

　
受
付
は
各
税
務
署
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
高
校
生
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
応
募
要
領

○
応
募
数
　
一
人
一
編

　
　
　
（
作
文
は
三
千
字
以
内
）

○
締
切
日
　
九
月
五
日
（
火
）

o
表
　
彰
　
優
秀
作
品
に
は
賞
状

　
　
　
　
　
と
記
念
品
を
贈
呈
。

　
護
・
身
体
の
清
拭
・
洗
髪
・
通

　
院
等
の
介
助
そ
の
他
必
要
な
身

体
の
介
護
。

イ
、
家
事
に
関
す
る
こ
と
。

　
調
理
・
衣
類
の
洗
濯
・
補
修
・

　
住
居
等
の
掃
除
・
整
理
整
頓
・

　
生
活
必
需
品
の
買
い
物
・
関
係

　
機
関
等
と
の
連
絡
・
そ
の
他
必

要
な
家
事
。

ウ
、
相
談
・
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

　
生
活
・
身
上
・
介
護
に
関
す
る

　
相
談
・
助
言
・
そ
の
他
必
要
な

　
相
談
等
。

◎
派
遣
時
間

　
一
日
　
四
時
間
以
内

　
一
週
　
六
日
以
内

　
一
週
間
当
た
り
延
十
八
時
間
以

　
内
◎
費
用
負
担

　
派
遣
の
申
し
出
者
は
、
別
表
の

　
基
準
に
よ
り
派
遣
に
要
し
た
費

　
用
を
負
担
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

◎
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
請
に

　
　
つ
い
て

　
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

前
年
の
所
得
税
の
課
税
状
況
を
調

べ
た
上
で
、
派
遣
を
受
け
よ
う
と

す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
住
民

課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

利用者世帯の階層区分
1時間当り
利用者負担額

A 生活保護法による被保護世帯 0円

B 生計中心者が前年所得税非課税世帯 0円

C
生計中心者が前年所得税非課税世帯

　　9，600円以下の世帯
200円

D
〃　　　　　　　　　　〃

9，601円～32，400円以下の世帯
350円

E
　〃　　　　　　　　　　ノノ

32，401円～42，000円以下の世帯
500円

F
　ノノ　　　　　　　　　　〃

42，001円以上の世帯
650円

の申し込み

早めにお願いします

　
来
年
三
月
卒
業
予
定
の
学
生

に
対
す
る
求
人
申
し
込
み
が
、

六
月
二
十
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
へ
の
若
い
労
働
力
確
保

の
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
求
人
票
の
受
付
け
開
始
日

＊
中
学
・
高
等
学
校
（
六
月
二

　
＋
日
）

＊
職
業
訓
練
校
（
七
月
一
日
）

＊
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修

　
学
校
（
七
月
十
日
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
職
安
の
学

卒
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
・
安

　
塚
分
室
（
電
話
〇
二
五
五
九

　
ー
二
ー
二
〇
三
九
番
）

○
応
募
先
　
〒
九
四
三

　
　
上
越
市
西
城
町
三
丁
目
二
－

　
　
一
八

　
　
高
田
税
務
署
　
宛

矯　
。
の
6

㌧
じ

’
　
マ

　
Lρ

．
ひ

　。望

炉あ唇た晦1ざ々ノδ

住宅金融公庫

個人向け融資募集

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
個
人
住
宅

建
設
資
金
及
び
建
売
購
入
資
金
の

募
集
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま

す
。▽
受
付
期
問

　
四
月
二
十
三
H
～
六
月
二
十
三

　
日
ま
で

▽
申
込
資
格
条
件

　
◎
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を

　
新
築
す
る
方
で
、
土
地
の
準
備

　
が
で
き
て
い
る
方
又
は
、
自
分

　
が
住
む
た
め
の
新
築
住
宅
を
購

　
入
す
る
方
．

　
◎
床
面
積
は
七
〇
㎡
以
上
二
二

　
〇
，
m
以
下

　
◎
融
資
額
は
四
三
〇
万
円
か
ら

　
最
高
一
、
二
八
○
万
円
ま
で

　
◎
返
済
期
間
は
木
造
の
場
合
二

五
年
以
内

▽
申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
一
県
内
「
住

　
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と

　
表
示
し
た
金
融
機
関
。

　
な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
（
住

宅
改
良
資
金
・
住
宅
の
増
改
築
・

修
繕
な
ど
）
及
び
中
古
住
宅
資
金

の
募
集
を
平
成
元
年
四
月
よ
り
平

成
二
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
通
年

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

國
囲
　
　
　
俳
句
ば
か
り
で
な
－
短
歌
・
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
　
匿
　
　
　
P
　
　
　
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
．
こ

　
　
　
　
力
　
　
　
籾
　
　
　
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
弱
腰
で
渡
れ
ば
尚
も
揺
れ
る
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村
　
正
孝

　
　
　
俳
句

男
子
得
し
家
の
大
き
な
鯉
の
ぽ
り

風
喰
っ
て
五
月
の
鯉
は
泳
ぐ
べ
う

　
新
築
祝
に
一
句

　
　
　
　
　
ニ
た
と
　
　
さ
　
つ
さ
ば
れ

建
前
の
音
が
翻
す
皐
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

老
師
今
眠
れ
る
墓
や
桐
の
花

緑
樹
影
池
う
き
草
に
は
ば
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
も

う
き
草
に
一
匹
の
蜘
蛛
遊
び
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

鈴
木
俊
一

滝
沢
流
石
（
銀
作
）

沢
越
え
る
手
を
の
べ
合
う
て
早
乙
女
等

早
乙
女
の
一
人
は
不
足
苗
取
り
に

残
照
の
嶺
苗
代
に
水
を
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手
　
村
山

と
ん
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ね

靖
玲
生
ま
る
可
憐
な
翅
を
陽
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
え
さ

靖
玲
生
ま
る
哀
れ
や
餌
と
今
な
れ
る

幾
歳
が
過
ぎ
て
生
家
の
田
植
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
手
　
福
原

三
二

秋
静
子
（
益
太
郎
）

●
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毎
年
六
月
は
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」
で
す
。
豊
か
で

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
「
ま

ち
を
よ
く
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
出
発
点
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
結
局
は
人
づ

く
り
な
ん
で
す
。
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
を
誇
り
に
思
い
、
自

分
の
手
で
地
域
を
良
く
し
た
い
と

い
う
熱
意
に
燃
え
る
人
…
…
そ
う

い
う
人
を
た
く
さ
ん
育
て
る
こ
と

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
を
堂
々

と
言
え
な
い
人
が
多
い
ま
ち
や
村

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
、
、

ま
ち
つ
く
り
は
人
つ
く
り

は
、
地
域
お
こ
し
も
難
し
い
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
自
分
の
ふ

る
さ
と
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
大
事
な

事
は
「
心
の
角
度
を
変
え
る
」
こ

と
で
す
。
心
の
角
度
を
変
え
て
自

分
の
住
ん
で
い
る
所
を
見
直
す
こ

と
が
先
決
で
す
。

　
「
自
慢
で
き
る
も
の
は
何
も
な

い
」
と
か
「
こ
ん
な
田
舎
で
何
を

や
っ
て
も
」
と
い
っ
た
考
え
方
を

す
る
の
も
、
実
は
東
京
な
ど
と
比

較
す
る
か
ら
郁
ん
で
す
。
そ
う
で

な
く
て
、
よ
そ
に
は
な
い
素
晴
ら

し
い
何
か
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
か
ら
、
今
ま
で
と
違
っ
た
見
方

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
一
つ
の
文
化
事

業
で
す
。
　
「
文
化
」
の
こ
と
を
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

こ
れ
に
は
「
耕
す
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

時
代
に
合
う
よ
う
に
、
ま
ち
を
耕

し
直
す
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、
ま

ち
づ
く
り
な
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
「
心
の
角
度
を
変
え

　
　
日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰

　
　
　
　
　
　
萩
原
茂
裕

語
で
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
い
ま
す
が
、

る
」
努
力
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さかな料理コンクー一ル

姿
　騨びモァ奪軸
　く）　　　　　　　　　　うま

　料理作品募集
『■剛■■■臼騨一r■レ

　
こ
こ
数
年
、
ヤ
ン
グ
の
間
で
も

シ
ー
フ
ー
ド
メ
ニ
ユ
ー
が
大
人
気

／
。　
そ
こ
で
今
年
は
若
い
人
た
ち
に

さ
か
な
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
料
理
を
募
集
し

ま
す
。

　
さ
か
な
が
メ
イ
ン
に
使
わ
れ
て

い
れ
ば
、
お
か
ず
は
も
ち
ろ
ん
、

主
食
や
お
や
つ
で
も
O
K
で
す
。

＊
応
募
資
格

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
な
ら
ど
な
た

　
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

＊
応
募
方
法

　
パ
ガ
キ
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

　
①
メ
ニ
ュ
ー
名
・
材
料
・
作
り

　
　
方
・
コ
ッ
な
ど
。

　
②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

　
　
電
話
番
号
・
性
別
・
未
婚
・

　
　
既
婚
の
別
を
明
記
の
こ
と
。

＊
応
募
締
切

　
六
月
三
十
日
（
金
）
ま
で

＊
宛
て
先
　
〒
九
五
〇

　
新
潟
市
万
代
三
丁
目
四
－
三
〇

　
　
県
水
産
振
興
基
金
内

　
新
潟
県
魚
食
普
及
協
議
会

　
盈
〇
二
五
ー
二
四
一
1
0
一
五
一

＊
入
選
者
及
び
全
応
募
者
に
プ
レ

　
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
3
9
回

“
社
会
を
明
る
く

　
　
　
　
す
る
運
動
”

　
毎
年
七
月
は
”
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
の
月
間
で
す
。

　
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
、
犯
罪
・
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
に
暖
か
い
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動

で
す
。

　
運
動
の
重
点
目
標
は
、
　
「
地
域

活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行

防
止
と
更
生
の
援
助
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
か
ら
非
行
を

犯
す
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人

一
人
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
防
ご
う
非
行

助
け
よ
う

　
　
立
ち
直
り

6月25日は
「参議院議員補欠選挙」の日です

　新潟県選出の参議院議員「志苫　裕」氏の県知事選挙出

馬により、1名空席となっています参議院議員の補欠選挙

が、6月25日の日曜日に行われる事になりました。

　6月4日の県知事選挙に続いての選挙となりますが、大

切な一票です。棄権する事のないよう必ず投票にお出掛け

ください。

　投票日にどうしても都合が悪くて行けないという方たち

のために、不在者投票所が役場に設置してあります。ご利

用ください。

　また、7月には参議院議員選挙も行われる事が決まって

おり、今年はまさに選挙の当り年となりそうです。しかし、

どの選挙も私たちの代表を選ぶ大切な選挙です。一票の重

みを大切にしてください。
　　　　　＿』，．』　＾』＿湘』一」＿畠劃・冒　　　一』　　　　　　　　　　　　　　　　　副▲、
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おめでた（出生）
疹拳ちゃん　高橋健一さんの長女　　（天水島

窃《導》ゐ（死亡》
村山　ヨキざん　81歳　　（橋詰）　堂の下

※5月31日までの届出分です。
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捗
論醒．

鞠
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有
段
を
め
ざ
し
て

●「

●

黒先白死（5手まで
読みが必要。

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

6
月
2
4
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
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毎
年
六
月
は
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」
で
す
。
豊
か
で

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
「
ま

ち
を
よ
く
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
出
発
点
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
結
局
は
人
づ

く
り
な
ん
で
す
。
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
を
誇
り
に
思
い
、
自

分
の
手
で
地
域
を
良
く
し
た
い
と

い
う
熱
意
に
燃
え
る
人
…
…
そ
う

い
う
人
を
た
く
さ
ん
育
て
る
こ
と

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
を
堂
々

と
言
え
な
い
人
が
多
い
ま
ち
や
村

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
、
、

ま
ち
つ
く
り
は
人
つ
く
り

は
、
地
域
お
こ
し
も
難
し
い
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
自
分
の
ふ

る
さ
と
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
大
事
な

事
は
「
心
の
角
度
を
変
え
る
」
こ

と
で
す
。
心
の
角
度
を
変
え
て
自

分
の
住
ん
で
い
る
所
を
見
直
す
こ

と
が
先
決
で
す
。

　
「
自
慢
で
き
る
も
の
は
何
も
な

い
」
と
か
「
こ
ん
な
田
舎
で
何
を

や
っ
て
も
」
と
い
っ
た
考
え
方
を

す
る
の
も
、
実
は
東
京
な
ど
と
比

較
す
る
か
ら
郁
ん
で
す
。
そ
う
で

な
く
て
、
よ
そ
に
は
な
い
素
晴
ら

し
い
何
か
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
か
ら
、
今
ま
で
と
違
っ
た
見
方

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
一
つ
の
文
化
事

業
で
す
。
　
「
文
化
」
の
こ
と
を
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

こ
れ
に
は
「
耕
す
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

時
代
に
合
う
よ
う
に
、
ま
ち
を
耕

し
直
す
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、
ま

ち
づ
く
り
な
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
「
心
の
角
度
を
変
え

　
　
日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰

　
　
　
　
　
　
萩
原
茂
裕

語
で
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
い
ま
す
が
、

る
」
努
力
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さかな料理コンクー一ル

姿
　騨びモァ奪軸
　く）　　　　　　　　　　うま

　料理作品募集
『■剛■■■臼騨一r■レ

　
こ
こ
数
年
、
ヤ
ン
グ
の
間
で
も

シ
ー
フ
ー
ド
メ
ニ
ユ
ー
が
大
人
気

／
。　
そ
こ
で
今
年
は
若
い
人
た
ち
に

さ
か
な
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
料
理
を
募
集
し

ま
す
。

　
さ
か
な
が
メ
イ
ン
に
使
わ
れ
て

い
れ
ば
、
お
か
ず
は
も
ち
ろ
ん
、

主
食
や
お
や
つ
で
も
O
K
で
す
。

＊
応
募
資
格

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
な
ら
ど
な
た

　
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

＊
応
募
方
法

　
パ
ガ
キ
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

　
①
メ
ニ
ュ
ー
名
・
材
料
・
作
り

　
　
方
・
コ
ッ
な
ど
。

　
②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

　
　
電
話
番
号
・
性
別
・
未
婚
・

　
　
既
婚
の
別
を
明
記
の
こ
と
。

＊
応
募
締
切

　
六
月
三
十
日
（
金
）
ま
で

＊
宛
て
先
　
〒
九
五
〇

　
新
潟
市
万
代
三
丁
目
四
－
三
〇

　
　
県
水
産
振
興
基
金
内

　
新
潟
県
魚
食
普
及
協
議
会

　
盈
〇
二
五
ー
二
四
一
1
0
一
五
一

＊
入
選
者
及
び
全
応
募
者
に
プ
レ

　
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
3
9
回

“
社
会
を
明
る
く

　
　
　
　
す
る
運
動
”

　
毎
年
七
月
は
”
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
”
の
月
間
で
す
。

　
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
、
犯
罪
・
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
に
暖
か
い
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動

で
す
。

　
運
動
の
重
点
目
標
は
、
　
「
地
域

活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行

防
止
と
更
生
の
援
助
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
か
ら
非
行
を

犯
す
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人

一
人
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
防
ご
う
非
行

助
け
よ
う

　
　
立
ち
直
り

6月25日は
「参議院議員補欠選挙」の日です

　新潟県選出の参議院議員「志苫　裕」氏の県知事選挙出

馬により、1名空席となっています参議院議員の補欠選挙

が、6月25日の日曜日に行われる事になりました。

　6月4日の県知事選挙に続いての選挙となりますが、大

切な一票です。棄権する事のないよう必ず投票にお出掛け

ください。

　投票日にどうしても都合が悪くて行けないという方たち

のために、不在者投票所が役場に設置してあります。ご利

用ください。

　また、7月には参議院議員選挙も行われる事が決まって

おり、今年はまさに選挙の当り年となりそうです。しかし、

どの選挙も私たちの代表を選ぶ大切な選挙です。一票の重

みを大切にしてください。
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o
う
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寸
ー

⑳

灘馨襯　鯵

辮，鵜欝
お母さんとおつかいに行くところ

たかはしけいこさん

r

・・ぺ詳獣・〈

　バイク・耕運機等で廃車し

た物については、ナンバープ

レートを返して廃車手続をし

て下さい。又、ナンバープレ

ートを紛失してしまった方に

っいては、税務係まで連絡し

て下さい。

　　　　　　役場・総務係

ぽくのおとうさん

｛　げ　　　　　　　　　ぎ
　二4ノ

しまだけいくん

▼
5
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
町
消
防
分
団
．
長
会
議

3
日
　
成
人
式
（
セ
ン
タ
ー
）

　
　
浦
田
山
菜
残
鴬
塾
（
5
H

おねえさんと花を見ていると二ろ

　　　たきざわまみさん

　2827　　　20　　　1513　7

　日口　　H　　H　H日
ま
で
）

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

大
厳
寺
山
菜
ま
つ
り

農
地
現
況
課
税
現
地
調
査

開
始

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
（
2
1

H
ま
で
）

野
鳥
集
会
（
湯
本
）

　
　
　
（
松
口
美
人
林
）
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編
集
後
記

春
の
忙
が
し
さ
も
．
段
落
し
て

や
れ
や
れ
と
い
う
所
で
し
ょ
う
か
。

平
戊
と
い
う
新
し
い
年
号
に
変

わ
っ
て
，
六
ヵ
月
に
な
ろ
う
と
し
ま

す
。
皆
さ
ん
は
も
う
新
、
ん
号
に
馴

れ
ま
し
た
か
。
こ
れ
か
ら
年
齢
を

数
え
る
の
に
少
し
と
ま
ど
い
そ
う

で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
年
は
選
挙
の
当
り
年
。

六
月
川
目
・
．
．
卜
κ
H
・
し
月
二

卜
．
、
、
H
と
．
p
カ
月
で
．
．
一
回
行
わ
れ

圭
す
。
い
ず
れ
も
人
切
な
選
挙
で

す
。
白
分
の
．
票
、
大
事
に
し
て

く
だ
さ
い
。

六
月
一
目
の
人
日

総
人
口
／
．
．
．
、
九
四
九
（
▲
6
）

　
男
／
．
、
几
．
．
，
八
（
▲
六
）

　
女
／
二
、
〇
一
二
▲
四
）

世
帯
数
／
一
、
一
九
κ
（
▲
二
）

（
　
）
内
は
κ
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
六
月
号

　
平
成
元
年
六
月
一
〇
日
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
君
六
ー
三
一
三
一
　
．

　
編
集
／
議
会
事
務
局
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哩レ瀦顯．鑛蝿躍

、
難
裟

職

轡
し
数
、

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て

町
内
各
地
で

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
之
山
小
学
校
区
の
運
動
会
は

午
前
中
屋
内
体
育
館
で
、

午
後
は
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

み
ん
な
一
生
懸
命
走
っ
た
り

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
に

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

・
暴


